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1枚2200円～
3000円で報告

調査依頼

報告

不正請求

交付

「相手の身元を知りたい」「調べたい」という人の心が問題 !!

市民課

三田市戸籍謄本等不正取得に係る
庁内対策委員会

【人権推進課・人権教育課（当時）・市民課・総務課】被害者

第１依頼者

相談希望者は人権推進課へ（TEL559-5081・559-5148）

　

平
成
19
年
、
三
田
市
に
本
籍
の
あ
る
２
人
の
人
の
戸こ

せ
き籍
謄と

う
ほ
ん本
等
が
、
三

重
県
の
A
行
政
書
士
に
不
正
に
取
ら
れ
た
と
い
う
事
件
が
発
覚
し
ま
し

た
。
こ
の
A
行
政
書
士
は
処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
戸
籍
謄
本
等
を
取
ら
れ

た
被
害
者
は
そ
の
事
実
を
知
る
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に
何
ら
か
の
被
害
に

あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
三
田
市
で
は
、
今
回
、
被
害

者
の
方
に
、「
あ
な
た
の
戸
籍
謄
本
等
が
不
正
に
と
ら
れ
ま
し
た
」
と
い

う
『
本
人
通
知
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
事
件
と
私
の
人
権
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
８
月
10
日
、
三
重
県
は
「
県
内
の
Ａ
行

政
書
士
が
、
不
正
に
他
人
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の

写
し
を
取
得
し
て
い
た
と
し
て
、
行
政
書
士
法
違
反

に
よ
り
10
か
月
の
業
務
停
止
処
分
に
し
た
」
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
三
重
県
行
政
書
士
会
の

報
告
に
も
と
づ
き
三
重
県
が
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
平
成
18
年
５
月
か
ら
19
年
２
月
に
か
け
、
Ａ
行

政
書
士
が
「
職し

ょ
く
む
じ
ょ
う
せ
い
き
ゅ
う
し
ょ

務
上
請
求
書
」
に
う
そ
の
記き

さ
い載
を

し
、
全
国
44
都
道
府
県
２
３
０
市
区
町
村
の
窓
口
へ
、

５
１
１
枚
の
請
求
書
を
不
正
に
使
用
し
て
、
戸
籍
謄

本
や
住
民
票
な
ど
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
横
浜
市
の
Ｂ
探た

ん
て
い偵
・
興こ

う
し
ん
し
ょ

信
所
（
現

在
は
廃は

い
ぎ
ょ
う業
）
か
ら
の
依
頼
に
も
と
づ
き
行
わ
れ
た
も

の
で
、
不
正
取
得
し
た
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
な
ど
は

１
枚
２
２
０
０
円
か
ら
３
０
０
０
円
で
、
Ｂ
探
偵
・

興
信
所
に
横
流
し
し
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。

　

全
国
の
行
政
書
士
会
で
、
同
様
の
不
正
請
求
事
件

が
平
成
17
年
ご
ろ
か
ら
多
発
し
、
三
重
県
行
政
書
士

会
で
も
同
じ
頃
か
ら
、
会
員
の
徹て

っ
て
い底
管か

ん
り理
と
調
査
を

は
じ
め
ま
し
た
。
Ａ
行
政
書
士
は
短
期
間
に
大
量
の

職
務
上
請
求
用
紙
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
不
審
に

思
っ
た
行
政
書
士
会
が
調
査
し
、
県
に
報
告
。
県
の

再
調
査
に
よ
り
発は

っ
か
く覚
し
た
の
で
す
。

三
重
県
行
政
書
士
事
件
の
発
覚

戸籍謄本等の不正取得 
　  事件について考える

　

こ
の
Ａ
行
政
書
士
に
よ
っ
て
不
正
取
得
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
の
中
に
、
三
田
市
か

ら
取
ら
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
三
重
県
政
策
部
長
か
ら
三
田
市
へ
の

通
知
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
を
受
け
て
、
早さ

っ
そ
く速
、
市
民
課
で
Ａ
行
政
書
士
か
ら
の
請
求
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
す
る
と
平
成
18
年
９
月
14
日
と
同
年
９
月
19
日
に
、
Ａ
行
政
書

士
か
ら
の
職
務
上
請
求
書
に
よ
り
、
２
件
の
交
付
を
行
っ
た
こ
と
を
確か

く
に
ん認
し
ま
し
た
。

　

三
田
市
で
は
、
不
正
に
取
得
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
等
が
、
Ａ
行
政
書
士
か
ら
Ｂ
探
偵
・

興
信
所
に
渡
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
、
人じ

ん
け
ん権
擁よ

う
ご護
と
個こ

じ
ん人
情じ

ょ
う
ほ
う報
適て

き
せ
い正

保ほ

ご護
の
観
点
か
ら
こ
の
事
件
を
重
く
受
け
と
め
、
平
成
19
年
９
月
、
市
役
所
内
の
関

係
４
課
で
あ
る
市
民
課
・
人
権
推
進
課
・
総
務
課
・
人
権
教
育
課
（
現
在
は
人
権
推

進
課
に
統
合
）
に
よ
り
、「
三
田
市
戸こ

せ
き籍
謄と

う
ほ
ん
と
う

本
等
不ふ

せ
い正
取し

ゅ
と
く得
に
係
る
庁
内
対
策
委
員
会
」

を
設
置
し
、
こ
の
事
件
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
の
大
阪
府
・
兵
庫
県
の
行
政
書
士
に
よ
る
戸
籍
謄
本
等
不
正
取
得
事

件
で
は
、
大
阪
市
や
福
山
市
が
被
害
者
に
対
す
る
「
本
人
通
知
」
を
行
っ
た
と
い
う

い
き
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
福
山
市
で
は
、
本
人
通
知
を
し
た
９
人
の
内
３
人
に
つ
い

て
は
身
元
調
査
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
内
２
人
に
つ
い
て
は
結
婚
に

関
わ
っ
て
の
請
求
で
あ
っ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し

て
結
婚
に
関
わ
る
１
件
に
つ
い
て
は
、
広
島
法
務
局
福
山
支
局
へ
人
権
救
済
の
申
立

を
行
う
な
ど
の
被
害
者
の
相
談
・
支
援
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

被
害
者
に
対
す
る
「
本
人
通
知
」
に
つ
い
て
は
、
法
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
自
分
の
情
報
が
不
正
に
取
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
は
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
や
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
視
点
、
そ
し
て
福
山
市
等
の
状
況
か
ら
考
え
た
と
き
、
戸
籍
謄

本
等
を
不
正
に
と
ら
れ
た
人
に
何
ら
か
の
重
大
な
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
場
合
、

す
み
や
か
な
相
談
・
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
人
権
擁
護
の
考
え
の
も
と
、
三
田

市
に
お
い
て
も
被
害
者
に
対
す
る
「
本
人
通
知
」
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
11
月
、
２
人
の
被
害
者
に
対
し
て
「
本
人
通
知
」
を
行
い
、
事

件
の
い
き
さ
つ
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
共
に
、
生
活
上
の
変
化
な
ど
の
聞

き
と
り
を
行
い
ま

し
た
。
幸
い
、
戸

籍
謄
本
等
の
不
正

取
得
に
関
わ
っ
て

の
実
生
活
の
中
で

の
被
害
は
起
き

て
い
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

三
田
市
の
取
り
組
み

▼

行
政
書
士
会
の
職
務
上
請
求
書
と

　

戸
籍
謄
本
の
見
本
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こ
の
事
件
が
問
い
か
け
る
も
の

　

今
回
の
事
件
で
は
、
行
政
書
士
が
不
正
取
得
し
た
こ
と
で

処
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
「
行
政
書
士
」
だ
け
が
悪
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
書
士
に
依
頼
し
た
「
探
偵
・
興
信
所
」

の
存
在
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
そ
の
探
偵
・
興
信
所
へ
最
初

に
依
頼
し
た
「
第
１
依
頼
者
」
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
「
第
１
依
頼
者
」
が
い
な
け
れ
ば
、
戸
籍
謄
本
等
の

不
正
取
得
も
起
こ
ら
な
い
の
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
不
正
を
し
て
ま
で
も
戸
籍
謄
本
等
を
取
得
し

よ
う
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
戸
籍
謄
本
等
に
は
本
籍
地
の

他
、
出
生
・
死
亡
、
婚こ

ん
い
ん姻
・
離
婚
、
養
子
縁
組
等
に
関
わ
る

内
容
が
記
載
さ
れ
、
個
人
の
親
族
関
係
や
住
ん
で
い
た
場
所

の
変へ

ん
せ
ん遷
な
ど
、
個
人
に
か
か
わ
る
様
々
な
情
報
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は
、
出
生
・
死
亡
に
か
か
る
証
明
や

相
続
関
係
等
の
証
明
等
に
は
必
要
で
す
が
、
ひ
と
た
び
使
い

方
を
間
違
え
れ
ば
、
大
変
な
人
権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
結
婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査
資
料
と
し
て
悪
用

さ
れ
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
様
々
な
差
別
問
題
を
生
み
出
し

て
き
た
の
で
す
。
自
分
の
そ
し
て
み
ん
な
の
人
権
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
よ
う
な
身
元
調
査
を
決
し

て
許
さ
な
い
と
い
う
強
い
意
識
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

平
成
19
年
６
月
、「
探た

ん
て
い
ぎ
ょ
う

偵
業
の
業
務
の
適て

き
せ
い
か

正
化
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
探
偵
・
興
信
所
の
差
別
調
査
が
禁
止
に
な

り
、罰ば

っ
そ
く則
規き

て
い定
が
も
り
込こ

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
20
年
５
月
、

「
戸
籍
法
」
と
「
住
民
基
本
台
帳
法
」
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
、

戸
籍
・
住
民
票
の
原
則
公
開
か
ら
非
公
開
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

と
と
も
に
、
戸
籍
謄
本
等
の
取
得
の
要
件
や
手
続
き
を
厳
し
く

し
、
あ
わ
せ
て
不
正
な
手
段
で
戸
籍
謄
本
等
を
取
得
し
た
人
に

は
、
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
田
市
で
は
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
こ
の
よ
う
な
差
別

調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
絶
対
に
許
さ
な
い
た
め
に
、
戸
籍

謄
本
等
の
交
付
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
戸
籍
謄
本
等
が
不
正
に
取
ら
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
被
害
者
に
対
す
る
「
本
人
通
知
」
に

つ
い
て
も
慎
重
に
対
応
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後

と
も
こ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　昭和 48 年、ある親子が、結婚相手の男性の住む
和歌山県白浜町役場で、被差別地区出身かどうかを
調べるため、戸

こ せ き

籍謄
とうほん

本を請求するという事件が起き
ました。当時は、手数料を払えば他人の戸籍も取れ
たのです。この事件をきっかけに、身元調査は差別
につながると、戸籍の公開を制

せいげん

限する自治体がいく
つか出てきました。昭和 49 年、三田市は県下でい
ち早く戸籍の公開制限を行いました。そして昭和 51
年戸籍法が改正され、全国的に戸籍が公開制限され
るようになりました。
　今回、三田市の行った「本人通知」についても県
下の各市町にさきがけて行ったものです。部落差別
の解消をめざして始まった三田市の人権のまちづく
りは、すべての人の人権を守る取り組みへとつながっ
ています。

用語説明
戸籍謄本・戸籍抄

しょうほん

本・戸籍の附
ふ ひ ょ う

票
　戸

こ せ き ぼ

籍簿に記載されている内容のうち、全員の写
うつ

しをとると謄
とうほん

本。個人を特定して抜粋すると抄
しょうほん

本
になります。
　また、戸籍簿と共に作成される戸籍の附

ふひょう

票には、
戸籍簿作成時点からの住所すべてが記載されてい
ますので、住所の移り変わりを簡単に証明するこ
とができます。

探
たんてい

偵業の業務の適正化に関する法律（探偵業法）
　探偵・興信所による差別調査を禁止し、営業の
停止又は廃

は い し

止を命ずることができるなどの行政処
分と共に 6ヶ月以下の懲

ちょうえき

役または 30 万円以下の
罰金に処せられるなどの罰則規定も設けられまし
た。（平成 19 年６月施行）

戸籍法、住民基本台帳法
　平成 19 年に法改正が行われ、原則非公開、不
正請求に対する罰

ばっそく

則を刑
けいばつ

罰規定に強化しました。
偽
いつわ

りや不正な手段で戸籍や住民票の写しなどの証
明書の交付を受けた者は、30 万円以下の罰

ばっきん

金も
しくは科

かりょう

料の罰則が設けられました。
（平成 20 年 5月施行）

 市民課インタビュー 
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今回の事件では、戸籍謄本等がどのように不正取得されたのですか？
A行政書士から戸籍謄本等の交付請求が「職務上請求用紙」により郵送で送
られてきました。そして、その「職務上請求用紙」の必要事項や使用目的等
を市民課でチェックし、郵送により交付しました。正当な手続きにより交付
した戸籍謄本等が、後で、不正に取得されたものとわかったのです。

市民課窓口で不正だと見抜くことは難しいのですか？
現在、他人の戸籍は勝手に取れないことになっていますが、８士業と言われる
人たち (弁護士・司法書士・土地家屋調査士・税理士・社会保険労務士・弁理士・
海事代理士・行政書士の有資格者 )は、職務上必要な権限として「職務上請求
用紙」により交付請求する、いわゆる「職務上請求」が認められています。こ
れは有資格者の信用をもとにした制度であり、ほとんどの有資格者は「職務上
請求用紙」を正しく使用されています。市民課としては、その書類上必要事項
に誤
あやま

りがないかとチェックし、交付をします。今回、A行政書士は「職務上請
求用紙」を目的外に使用したという不正使用の罪

つみ

で処分されました。その使用
目的欄

らん

に「相続資料」等のうその内容が書いてあったのです。ですからその記
載内容が正しいかどうかまで、見抜くことは難しいです。もちろん、窓口に来
られた場合は、有資格者の証明等の確認を行いますし、郵送の場合は、公的に
届けられた有資格者の事務所へ送付し本人確認としています。

市民課に年間どれくらいの「職務上請求」があるのですか？
平成 19 年度における証明書交付総件数は 111,447 件でその
内の約 3.5％にあたる約 3,900 件が職務上請求で
す。また証明書交付総件数の郵送交付件数は
16,731 件でその内約 20％の約 3,300 件が職
務上請求であり、つまり職務上請求は郵送によ
るものがほとんどなのです。

市民課では、このような不正事件に対して、
これまでどのような対策がとられてきた
んですか？
三田市では、昭和 49年の「戸籍の公開制限」(原則、
本人及び親族に限定。昭和 51 年法改正 ) 以来、これ
まで様々なとりくみを、国の制度改正よりもいち早く
行ってきました。昭和 56年には住民票の写し等の請求
を制限 (原則、本人及び親族に限定。昭和 58年法改正 )、
平成 14年には住民基本台帳の閲

えつらん

覧を制限 ( 営利目的を排
除。平成 18年法改正 )、そして平成 18年には戸籍謄抄本、
住民票の写し等請求時の本人確認実施 ( 平成 20 年法改正 )
など、市民のみなさんの人権を守る取り組みを進めています。

■■まとめ■■

戸籍謄本等の不正取得事件に関して、
　　　　　　　　   詳しく聞いてみることにしました。
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